
　
平
成
25
年
度
は
杉
並
区
基
本
構
想
に
基
づ

く
総
合
計
画
の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
杉
並
区
で
は
、
平
成
25
年
度
予
算
に
お

い
て
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
杉
並
区
の
将
来

像
の
実
現
に
向
け
て
、「
次
世
代
に
夢
と
希

望
を
」「
ま
ち
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
経
済
、

地
域
社
会
の
活
性
化
を
」「
安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
」
の
３
つ
の
視
点
で
重
点

的
に
予
算
を
配
分
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
区
の
将
来
を
担
う

＂
次
世
代
＂
を
軸
に
し
た
取
組
を
取
り
上
げ
、

紹
介
し
ま
す
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
達
成
に
向
け
て

「
待
機
児
童
対
策
緊
急
推
進
プ
ラ
ン
」の
取
組

　
23
区
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
厳
し
い
社
会

経
済
情
勢
は
も
と
よ
り
女
性
の
社
会
進
出
の

本
格
化
が
大
き
く
影
響
し
、
乳
幼
児
の
い
る

家
庭
で
保
育
を
希
望
す
る
割
合
が
高
ま
っ
て

お
り
、
同
時
に
保
育
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て

い
ま
す
。

　
杉
並
区
で
は
、
就
学
前
人
口
が
前
年
と
比

べ
て
約
５
０
０
名
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
相

ま
っ
て
、
平
成
25
年
４
月
の
認
可
保
育
所
申

込
者
数
は
、
前
年
と
比
較
し
て
約
４
０
０
名

増
の
約
３
０
０
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
相
談
窓
口
を
通
し
て
、
保
育
施
設
へ

の
入
所
や
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
個
々
の
保
護
者
の
就
労
状
況
や
保
育

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
相
談
や
き
め
細
や
か

な
案
内
を
適
切
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
夢
を
育
て
る

「
次
世
代
育
成
基
金
」

　
区
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
で
の
交
流
や
自
然
体
験
事
業
へ
の
参

加
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
の
人
と

触
れ
合
い
、
多
様
な
文
化
や
習
慣
を
知
る
こ

と
で
広
く
社
会
に
関
心
を
持
ち
、
健
や
か
に

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
平

成
24
年
４
月
に
「
次
世
代
育
成
基
金
」
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
初
年
度
と
な
る
昨
年
は
、
こ
の
基
金
を
活

用
し
て
、
夏
休
み
期
間
中
に
、
小
学
４
~
６

年
生
25
名
が
群
馬
県
東
吾
妻
町
と
北
海
道
名

寄
市
を
訪
れ
、
子
ど
も
親
善
大
使
と
し
て
、

杉
並
の
魅
力
を
伝
え
る
子
ど
も
国
内
交
流
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
休
み
に
は
、

小
学
５・６
年
生
25
名
が
、極
寒
の
名
寄
市
を

訪
れ
、
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
カ
ー
リ
ン

グ
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
な
ど
、
冬
の
北
海
道

な
ら
で
は
の
自
然
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
を
対
象
と
し
た
事
業
と
し
て
は
、

秋
に
台
湾
台
北
市
と
福
島
県
南
相
馬
市
の
中

学
生
と
の
親
善
野
球
大
会
を
開
催
し
、
異
な

「次世代育成基金」を活用した自然体験交流の一環として、
小学５・６年生25名が極寒の北海道名寄市を訪れ、冬の
北海道ならではのさまざまな自然体験を行った

次
世
代
に
夢
と
希
望
を

拓
く
予
算

第 7回
杉並区

次世代に夢と希望を
〜若者が夢と希望をもつことができるまちへ〜

平成25年度予算の重要なテーマのひとつとなっている“次世代”を軸に、
乳幼児のいる家庭から小中学生・青年層までを対象とした４つの支援策を取り上げます。

杉並区の将来を担う若い世代が夢と希望をもつことのできる地域社会を築けるよう、
ライフステージごとに独自の取組を行っています。
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こ
の
相
談
窓
口
を
通
し
て
、
保
育
施
設
へ

の
入
所
や
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
個
々
の
保
護
者
の
就
労
状
況
や
保
育

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
相
談
や
き
め
細
や
か

な
案
内
を
適
切
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
夢
を
育
て
る

「
次
世
代
育
成
基
金
」

　
区
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
で
の
交
流
や
自
然
体
験
事
業
へ
の
参

加
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
の
人
と

触
れ
合
い
、
多
様
な
文
化
や
習
慣
を
知
る
こ

と
で
広
く
社
会
に
関
心
を
持
ち
、
健
や
か
に

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
平

成
24
年
４
月
に
「
次
世
代
育
成
基
金
」
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
初
年
度
と
な
る
昨
年
は
、
こ
の
基
金
を
活

用
し
て
、
夏
休
み
期
間
中
に
、
小
学
４
~
６

年
生
25
名
が
群
馬
県
東
吾
妻
町
と
北
海
道
名

寄
市
を
訪
れ
、
子
ど
も
親
善
大
使
と
し
て
、

杉
並
の
魅
力
を
伝
え
る
子
ど
も
国
内
交
流
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
休
み
に
は
、

小
学
５・６
年
生
25
名
が
、極
寒
の
名
寄
市
を

訪
れ
、
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
カ
ー
リ
ン

グ
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
な
ど
、
冬
の
北
海
道

な
ら
で
は
の
自
然
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
を
対
象
と
し
た
事
業
と
し
て
は
、

秋
に
台
湾
台
北
市
と
福
島
県
南
相
馬
市
の
中

学
生
と
の
親
善
野
球
大
会
を
開
催
し
、
異
な

　
平
成
25
年
２
月
中
旬
に
実
施
し
た
第
１
次

選
考
で
は
、
そ
の
半
数
と
な
る
約
１
５
０
０

名
が
入
園
内
定
に
至
ら
な
い
結
果
と
な
り
、

区
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
年

３
月
に
「
待
機
児
童
対
策
緊
急
推
進
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
総
合
的
な
待
機
児
童
解
消

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
同
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
区
立
・

私
立
の
認
可
保
育
所
の
受
け
入
れ
枠
を
弾
力

的
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、
今
年
４
月
の
入
所

枠
を
１
５
２
名
確
保
し
た
ほ
か
、
当
面
の
施

設
整
備
と
し
て
、
今
年
７
月
か
ら
来
年
１
月

ま
で
の
間
に
、
認
可
保
育
所
の
新
設
（
３

所
）・
増
設
（
３
所
）
と
既
存
の
区
有
施
設

を
活
用
し
た
区
保
育
室
の
整
備
（
２
所
）、

定
員
６
~
19
名
以
下
の
東
京
ス
マ
ー
ト
保
育

（
小
規
模
保
育
施
設
）
の
新
設
に
よ
り
、
３

６
０
名
を
超
え
る
定
員
増
と
な
る
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
来
年
４
月
に
認
可

保
育
所
（
３
所
）
を
開
設
し
、
待
機
児
童
解

消
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
４
月
の
区
の
待
機
児
童
数
は
、
従
来

の
国
の
定
義
に
基
づ
く
数
値
（
94
名
）
か
ら
、

よ
り
保
育
需
要
の
実
態
に
応
じ
た
数
値
（
２

８
５
名
）
に
見
直
し
ま
し
た
。
現
在
、
区
は
、

同
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
施
設
整
備
の
取
組
と
併

行
し
て
、
今
回
の
よ
り
実
態
に
応
じ
た
２
８

５
名
の
待
機
児
童
数
を
基
に
し
た
デ
ー
タ
分

析
を
行
い
、
今
後
の
保
育
需
要
の
上
方
修
正

等
を
行
っ
た
う
え
で
、
来
年
４
月
の
待
機
児

童
ゼ
ロ
を
確
実
に
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

施
設
整
備
を
一
層
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
認
可
保
育
所
保
育
料
の
負
担

の
公
平
性
を
よ
り
高
い
も
の
と
す
る
た
め
、

平
成
25
年
10
月
か
ら
保
育
料
改
定
を
行
う
一

方
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
認
証
保
育
所
等
保
育

料
補
助
制
度
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
に
第
３
子
以
降
に
か
か
る
認
可
外
保
育

施
設
の
保
育
料
の
原
則
無
料
化
を
実
施
し
、

認
可
外
保
育
施
設
を
よ
り
一
層
利
用
し
や
す

い
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
保
育
を
希
望
す
る
保
護
者
に
対

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
支
援
策
と
し
て
、

多
様
な
保
育
施
設
の
紹
介
や
保
育
方
針
な
ど

の
内
容
を
充
実
し
、
新
た
に
施
設
の
空
き
情

報
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
保
育

に
関
す
る
情
報
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
専
用
ア
イ
コ

ン
「
保
育
ホ
ッ
と
ナ
ビ
」
を
設
置
し
、
今
年

５
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
談
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
、

保
育
課
の
組
織
を
一
部
改
正
し
、
今
年
７
月

か
ら
総
勢
16
名
の
「
す
ぎ
な
み
保
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
」
に
よ
る
保
育
総
合
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
し
た
。

平成20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

1,386名 1,797名 1,936名 2,377名 2,560名 2,968名

3500

3000

2500

2000

1500

1000

500

0

＋139
＋441

＋183
＋408

＋411

●認可保育所の申込者数の推移

認可保育所への申込者数は年々増えている

平成20年４月 21年４月 22年４月 23年４月 24年４月

88名
（10位）

137名
（12位）

23名
（１位）

71名
（８位）

※（　）内は23区中少ない方からの順位

52名
（５位）

160

120

80

40

0

●待機児童数の推移

※東京都福祉保健局調べ「保育所の状況等について」より

墨
田
区

中
野
区

品
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区

文
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区
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田
区
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中
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立
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豊
島
区
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と
し
て
、技
術
面
か
ら
顧
問
の
教
員
を
補
佐
す

る
外
部
指
導
員
の
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
、
区
立
和
田
中
学
校
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど
６
つ

の
部
活
動
の
保
護
者
会
が
各
家
庭
１
回
５
０

０
円
を
負
担
し
、
土
日
の
指
導
を
民
間
コ
ー

チ
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
保
護
者
の
中
か
ら
は
、
指
導
料
が

発
生
す
る
こ
と
や
公
教
育
に
民
間
企
業
を
参

入
さ
せ
る
こ
と
に
疑
問
の
声
も
あ
り
ま
し
た

が
、
コ
ー
チ
・
顧
問
の
教
員
・
保
護
者
に
よ

る
定
期
的
な
会
合
で
部
活
動
の
情
報
を
共
有

し
、
ま
た
コ
ー
チ
に
よ
る
き
め
細
か
い
指
導

を
通
し
て
、
今
で
は
お
お
む
ね
賛
同
を
得
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
試
み
に
よ
っ
て
部
活
動
の
指
導

レ
ベ
ル
を
一
定
の
水
準
に
確
保
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
実
際
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
中
学
校
で
は
区
大
会
で
優
勝
す
る
運

動
部
が
出
る
な
ど
効
果
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
忙
を
極
め
る
教
員
に
代
わ
り
外
部

の
人
材
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
い
じ
め
や
体

罰
の
問
題
な
ど
を
考
え
て
い
く
手
が
か
り
に

な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
区
で
は
今
年
度
の
モ
デ
ル
実
施
に
あ
た
り
、

コ
ー
チ
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
大
学
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
Ｏ
Ｂ
ら
と
の
契
約
を
想

定
し
、
委
託
先
や
報
酬
の
仕
組
み
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
11
の
モ

る
国
や
地
域
の
同
世
代
と
交
流
を
深
め
、
友

好
関
係
を
築
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
年
度
末

に
は
、
小
笠
原
諸
島
へ
28
名
の
中
学
生
が
訪

れ
、
世
界
自
然
遺
産
に
触
れ
る
と
い
う
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
こ
れ
ら
の
交
流
に
加
え
て
、
新

た
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
市
へ

の
中
学
生
海
外
留
学
に
も
基
金
を
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
平
成
24
年
度
の
当
初

予
算
に
お
い
て
約
７
４
０
０
万
円
を
本
基
金

に
積
み
立
て
、
区
が
主
催
・
共
催
す
る
体

験
・
交
流
事
業
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
た
め
に
活
用
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、

こ
う
し
た
事
業
へ
の
参
加
を
継
続
し
て
支
援

し
て
い
く
た
め
に
、
区
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
を
通
し
て
区
民
に
基
金
へ
の
協
力
を

呼
び
掛
け
、
こ
れ
ま
で
に
個
人
・
団
体
か
ら

合
わ
せ
て
４
０
０
万
円
を
超
え
る
寄
付
金
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、

多
く
の
区
民
の
賛
同
・
支
援
を
募
っ
て
い
ま

す
。

民
間
コ
ー
チ
の
導
入
で

中
学
校
の
部
活
動
を
活
性
化

　
区
で
は
今
年
度
か
ら
、
中
学
校
の
土
日
の

運
動
系
部
活
動
に
、
公
費
で
民
間
の
コ
ー
チ

を
導
入
す
る
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
部
活

動
の
充
実
や
指
導
内
容
の
向
上
、
顧
問
と
な

る
教
員
の
負
担
軽
減
や
指
導
者
不
足
を
補
う

目
的
で
、
７
月
か
ら
区
立
中
学
校
で
モ
デ
ル

的
に
順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
区
で
は
こ
れ
ま
で
、ス
ポ
ー
ツ
あ
る
い
は
文

化
芸
術
の
経
験
者
が
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子どもたちが将来の夢に向かって健やかに成長していけるよう支援する、
区民による応援寄付金

「杉並区次世代育成基金」とは

●小学生国内子ども交流　名寄編・東吾妻編
小学４〜６年生各25名を対象とした北海道名寄市・群馬県東吾妻町の子
どもたちとの交流

●小学生名寄自然体験交流
小学５・６年生25名を対象とした北海道名寄市での自然体験学習及び交流

●中学生小笠原自然体験交流
中学生32名を対象とした、世界自然遺産である小笠原での自然体験学習
及び交流

●中学生海外留学
今年度より実施される、中学生15名を対象としたオーストラリア・ウィ
ロビー市への短期留学

●交流自治体中学生親善野球大会
中学生30名を対象とした交流自治体との親善野球大会、今年度は台湾台
北市で開催される親善野球大会に選手団を派遣

7430万1892円　※平成24年度当初

基金積立額

個人・団体を合わせて35件 430万7876円　※平成24年度まで

これまでに集まった寄付金額

平成25年度に次世代育成基金を活用する５事業（予定）

昨年度の名寄自然体験交流
では、小学生25名がカーリ
ングやスノーモービルなど
を体験した

32No.280平成25年7月 



援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
12
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
中
に
は
、
主
に
34
歳
以
下
の

若
者
を
対
象
に
就
労
支
援
を
行
う
「
杉
並
区

若
者
就
労
支
援
コ
ー
ナ
ー
（
愛
称
「
す
ぎ
Ｊ

О
Ｂ
」）」
と
、
す
べ
て
の
年
齢
を
対
象
と
し

て
職
業
相
談
や
職
業
紹
介
を
行
う
「
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
有
効
求
人
倍
率
や
完
全
失
業
率
の
数
値
か

ら
は
雇
用
環
境
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

若
者
を
取
り
巻
く
就
労
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
す
。
求
職
中
の
若
者
の
中
に

は
、
働
く
意
欲
を
失
っ
て
い
た
り
、
就
労
経

験
が
少
な
く
働
く
こ
と
自
体
に
不
安
を
抱
え

て
い
た
り
と
、
仕
事
を
開
始
す
る
前
の
段
階

で
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
こ
う
し
た
就
労
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
も
な

か
な
か
働
け
な
い
若
者
に
、
若
者
就
労
支
援

コ
ー
ナ
ー
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
就
労
準
備
相
談
や
就
労
に
関
す
る
各
種

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
行
い
、
併
設
す
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
新
宿
と
一
緒
に
就
職
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
制
の
就
労
準
備
相
談
は
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
、「
自
分
に
合
う
仕
事
が
わ

か
ら
な
い
」「
就
職
し
た
い
会
社
が
見
つ
か

ら
な
い
」
等
の
相
談
に
相
談
者
の
状
況
に
応

じ
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

長
期
間
失
業
状
態
に
あ
っ
た
り
、
派
遣
社
員
、

デ
ル
実
施
校
は
学
校
へ
の
希
望
調
査
の
結
果

を
考
慮
し
、「
部
活
動
活
性
化
事
業
モ
デ
ル

実
施
に
伴
う
選
定
委
員
会
」
に
諮
っ
た
う
え

で
、
部
活
動
を
土
日
に
行
う
希
望
が
あ
り
な

が
ら
も
実
際
は
困
難
な
学
校
を
対
象
に
決
定

し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
１
校
当
た
り
２
つ
の
部
で
月

５
回
程
度
の
民
間
コ
ー
チ
の
派
遣
を
行
い
、

原
則
的
に
土
日
の
指
導
と
な
る
た
め
顧
問
教

員
は
立
ち
会
わ
ず
、
安
全
管
理
も
含
め
て
指

導
全
般
を
コ
ー
チ
に
任
せ
る
方
針
で
す
。
コ

ー
チ
の
方
で
は
、
学
校
の
部
活
動
の
指
導
方

針
と
教
員
が
作
成
し
た
年
間
指
導
計
画
に
基

づ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
区
で
は
こ
の
モ
デ
ル
事
業
を
通
し
て
そ
の

成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
拡
大
実
施
を
決
定

し
て
い
き
ま
す
。

若
者
の
就
労
を
き
め
細
か
に
支
援

　
区
で
は
、
区
の
就
労

支
援
の
中
核
を
担
う
施

設
と
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
新
宿
と
一
体
と
な

り
、
就
職
活
動
の
事
前

準
備
か
ら
職
業
紹
介
、

就
職
後
の
定
着
支
援
ま

で
の
継
続
的
な
支
援
を

一
連
の
流
れ
の
中
で
行

え
る
、
杉
並
区
就
労
支

ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
転
職
を
考
え
て
い
る
人
な

ど
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日
に
は
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
心
と
し
ご
と
の
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談

の
中
に
は
、
生
活
の
困
窮
や
「
持
病
を
も
っ

て
い
る
た
め
仕
事
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
」「
働
き
た
い
が
ひ
と
り
親
で
子
ど
も
の

預
け
先
が
な
い
」
等
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
で
就
職
に
つ
な
が
っ
た
例
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、区
関
係
各
課
等
が
連
携
し
て
、就

労
阻
害
要
因
を
抱
え
、
直
ち
に
一
般
就
労
に

結
び
つ
か
な
い
人
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

現
在
10
月
の
事
業
開
始
に
向
け
て
準
備
し
て

お
り
、
一
般
就
労
へ
の
準
備
支
援
と
し
て
、

社
会
に
慣
れ
た
り
、
生
活
リ
ズ
ム
を
取
り
戻

す
た
め
の
就
労
訓
練
の
場
の
確
保
の
た
め
、

区
内
企
業
へ
の
協
力
依
頼
を
進
め
て
い
ま
す
。

希
望
を
見
出
す
機
会
を
創
出
す
る

　
杉
並
区
出
身
の
医
師
で
、
作
家
の
鎌
田
實

さ
ん
は
、「
希
望
と
は
、
本
人
が
自
ら
見
出

す
べ
き
も
の
で
、
他
人
が
勝
手
に
﹃
希
望
を

持
て
﹄
な
ど
と
言
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の

で
す
。
そ
し
て
、
ぼ
く
た
ち
が
本
当
に
す
る

べ
き
こ
と
は
、
希
望
を
見
出
す
き
っ
か
け
を

創
出
す
る
こ
と
な
の
で
す
。」
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
す
。
社
会
を
動
か
す
原
動
力
と
な

る
夢
や
希
望
を
見
出
す
き
っ
か
け
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、
厳
し
い
環
境
の
下
、
夢
や
希
望
を
見

出
す
機
会
が
掴
み
に
く
い
状
況
に
あ
り
、
と

り
わ
け
、
そ
う
し
た
子
ど
も
や
若
者
が
増
え

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
若

者
た
ち
が
夢
と
希
望
を
見
出
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
よ
う
に

区
で
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
軸
に
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
創
出
し
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

若者就労支援コーナー
　就労準備相談…………………… 290人
　就職・進路決定者 ……………… 48人
ハローワークコーナー
　就職決定者……………………… 179人

※平成25年５月末現在

●これまでの利用実績

教員の休日出勤の負担などを考慮し、週末の部
活動に公費で民間コーチの派遣を行っている。
民間コーチならではの指導法が生徒の自主性や
やる気を引き出している面も見られる

杉並区就労支援センター

最初から仕事を紹介するのではなく、
まずはキャリアカウンセラーや臨床
心理士が相談にのり、就労への不安
や悩みを取り除く。

相談により就職への意欲や個別の目
標が明確になると、次段階として応
募書類の書き方やコミュニケーショ
ンの取り方、面接の方法等、具体的
なスキルを学ぶ。

若者就労支援コーナー

墨
田
区

中
野
区

品
川
区

文
京
区

千
代
田
区

江
東
区

杉
並
区

目
黒
区

台
東
区

中
央
区

足
立
区

豊
島
区
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